随想　夢 by 安田 孝子
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Ａ「長崎県島原の松平文庫へ『撰集抄』写本調査に行きま
した時、どのような写本か期待が大きくて…。 」
Ｂ「西尾光一先生もいらして、私たちと一緒に の写真
を撮りながら 「ゆうべ、西行の書いた撰集抄が出てきた夢をみましたよ」と仰しゃいましたよね。 」
Ａ「そうそう、そうでした。 」Ｂ「私なんかは、ぎゅうぎゅう詰め 船底で諸本の校合を
している夢でしたのに。 」
Ａ「西尾先生は、岩波文庫の『撰集抄』の解説で 西行作
ではないと う証拠を沢山書いていらっしゃるけれど、やっぱり夢には西行が現れるんですね。 『撰集抄』の作者は、一体誰かしら？」
Ｂ「 『撰集抄』を書いた人？
　『撰集抄』のなかでは、随分
多く他人の歌がその場の雰囲気に合わせて勝手に使われ
ていますから、さすがに西行（一一一八～一一九〇）さんは、そのようなことしないでしょう。 」
Ａ「あの芭蕉（一六四四～一六九四）でさえ、西行作と信
じていたのにね。芭蕉が、どのような形の『撰集抄』を見ていたかわからないけれど、江戸初期の板本も「西行記」と印刷するものもありますから。一体、西行の作ではないと言 出したのは誰？
　
何時頃？」
Ｂ「さて、最初は誰でしょう。細川幽斎（一五三四～
一六一〇） の話を烏丸光広が記述した 『耳底記』 （一六〇二年頃成立）に「撰集抄は西行 かれたるに書きそへたるものなるべし」とあり、幽斎は、誰 が追記したものと推測して、全文を西行が書いたと 認めて ない様子。また、八事山興正寺 諦忍（妙龍） （一七〇五～一七八六）は、 『空華談叢』 中に『撰集抄』 の矛
安田孝子
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夢
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盾点を十五条も挙げているし…。もう江戸時代から「西行作」ということに疑念を持つ人もいたのです。 」
Ａ「それにしても、松平文庫本の調査はよかった、原本が
残っていない現在、 『撰集抄』の注釈をするなら、どの写本の本文がいいか、迷いに迷っ た時でしたから。
　
松平文庫の『撰集抄』は 九巻、説話の数は一二一話、説話題目は、各巻の初めに並べて書いてあるので、それを除いて、本文 行数だけで、五二二一行、一行の字数が二三～二五字程度、何十種もの諸本と一文字ずつ比べるのは、容易なことではありません。共同研究でなければ、とても出来ない仕事です。 」
Ｂ「ご所蔵の方々のお許しを得て拝見出来る限りの写本・
板本の本文をこうして全員で一 字ずつ比べて 最後問題になるのは、古態を残す橋 進吉氏旧蔵本と 松平文庫本の 文。 」
Ａ「皆で比べてみると、松平文庫本『撰集抄』の本文は、
何と橋本氏旧蔵 そっくり。本当は、橋本氏旧蔵 が、一番良いけれど、一巻と二巻が欠けていて残念。どこからか一巻二巻出て来ないかしら。松平文庫に所蔵される写本類は、島原藩主松平忠房が何人かに手分けして、いろいろな本を、かなり忠実に書き写させていますから、橋本氏旧蔵本と同様の本を誠実 書 した 考えられる『撰集抄』が、 松平文庫に一巻から九巻まで全巻全部揃っ
ていて本当に幸いでしたよ。現存本の中では、 「注釈」には最も適当ということで… 」
Ｂ「 『撰集抄』を読んで、あなたが、一寸おかしいな、変
だなとか気になった話、どれですか？」
Ａ「沢山ありますけれど、巻六の第四話もちょっと変わっ
た話でした。 」
Ｂ「そう言えば、 のその話 前に大学入試の共
通一次試験にも出題されたことがありました しょう。 」
Ａ「そうそう、昭和六三年一月に行われた試験…。あれは『撰集抄』巻六第四話（通し番号第五二話） 、松平文庫本では「西山上人事
　
并西住死去事歌」 。岩波文庫本（底
本近衛本）には説話題がなく「西山上人之事」という仮題がつけられた説話の一部分からの出題でした。 その 「西山上人」の話、 松平文庫本であらすじを言いましょうか。
　
登場人物は、
　
①
 「西行」 （ 「西行」とは記されていないが西行を想定できる人物。ここでは「西行」としておきます）
　
②
 「西住」 （西行の在俗時代からの友。同行者。歌人としても知られる人物）
　
③釣りの翁 （山蔭中納言の子孫、 出家して 「行住」 、 後 「西
山聖（上）人」と称される人物）です。
内容は、次のようです。　　
西行が、西住を連れて、行脚の途中、難波へ寄り、釣
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りの翁の舟に乗る。西行・西住の二人は、殺生を厭い、魚の為に念仏を唱え、釣りの翁の傍らで、西行が、 「難波人
　
いかなる江にか
　
くちはてん」と、口ずさんだと
ころ、お伴の、歌の上手なはずの西住は下の句を苦慮していたのに、釣りの翁は、たちどころに「あふことなみに身をしづめつつ」と付けます。こんなに歳をとった釣りの翁が、瞬く間に見事な下句をつけたので、びっくりして、また、 「舟のうち
　
浪のしたにぞ
　
おひ（い）に
ける」と、うた かけると、釣り 翁も、すっかり連歌に心を入れ込んで あまのしわざもいとまなの世や」と付けます。
　　
やがて、西行と西住の二人は、釣りの翁の粗末な家で
話を聞くことになります。彼は、山影（蔭）中納言の子孫、縁者は亡くなり、魚を捕り命 つないできたもの、生き物の命を絶つ悲 さに心を痛めて た折、父の遺品の中に数々の歌があ 心慰められていたこ 髪をおろし どうか一緒に修行の旅に連れ出してほしいというようなことなど話します。この翁には妻子も ないので、家を親 い人に渡して、西 と伴の西住から下の字「西
　
行
」 「西
　
住
」の「行」と「住」の一文字ずつ
もらい、 「行住」と名付けられます。その後、彼は、西山の麓に庵を結んで修行を積み重ね、 「西山聖人 呼ばれていたという話です。
　　
それに続いてこの「西山聖人」が、清らかな野辺の庵
で、如何に静かに座禅し、煩悩を断つよう心掛けて過ごしていたか『撰集抄』独特の仏教観が記されています。 」
Ｂ「ええ、出家して「西山聖人」と呼ばれる釣りの翁の話
でしたね。確かあれは、良経の歌を織り込んで作られた話でしたでしょう？『新古今和歌集』のこと よく知っておられるあなたに良経の歌のことなど聞きたいの すが…。
　　
共通一次試験問題作成には、岩波文庫本（底本は近衛
本）の『撰集抄』か何か使っておら たようですが 近衛本の本文は、古態を残す松平文庫本や橋本進吉旧蔵本とは歌が微妙に違っています。西行らしき人物が、釣りの翁に、 「難波人
 いかなる江にか
 くちはてん」と、う
たいかける場面です 、 松平文庫本 は、 釣り 翁は 「あふことなみ
　
身をしづめつつ」 と付けます。ところが、
岩波文庫本（近衛本）は、 「あふ事なみに
　
身をつくし
つつ」となっていました。 」
Ａ「それでは、手近な「新編日本古典文学全集」の『新古
今和歌集』で言いましょうか、 巻第十一
　
恋歌一に、 「摂
政太政大臣」として載る歌は、
　　
一〇七七番「難波人いかなる江にか朽ち果てん
　　
逢ふことなみに身を尽くしつつ」とあって、藤原良経
の「恋の歌」です。 『新古今和歌集』
恋歌一
には、もと
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もと「
身を
つくしつつ
」とあります。 「和歌所歌合に、
忍恋をよめる」として収められていて、 恋の歌としては、航路標識の 澪標（みをつくし）と「み（身）をつ（尽）くし」に懸けたきれいな歌調でいいですよ。 」
Ｂ「でも、殺生が嫌で出家しようと思っている人に「みを
つくしつつ とする恋の歌は合いませんよ。釣りの翁の付けた句としては「しづめつつ の方が、長年の殺生から苦海に沈むことへの恐れ か、いろいろ連想出来て、この場に合う気が ますよ。 『撰集抄』 作者は、良経の歌をわざと一部変えて、釣りで殺生を重ねる翁が付けたことにして、 「身を沈めつつ」として文を作ったのに、後に、 『新古今和歌集』の歌をよく知っている鈴鹿本・近衛本系統 書写者が、逆に、 「しづめつつ」は誤写考えて、どこかの段階で『新古今和歌集』にある くしつつ」の形に訂正したつもりだったのでしょ？」
Ａ「橋本氏旧蔵本と松平文庫本の本文を、一番原本に近い
と信じているあなたらしい発想ね。 」
Ｂ「この良経のこと、もう少し知りたいけれど…。 」Ａ「 摂政太政大臣」 「後京極摂政」 「後京極摂政前太政大
臣」とか呼ばれ、南海漁夫な という号もあるこの「藤原良経」 （一一六九～一二〇六）は、 『新古今和歌集』歌所の寄人、仮名序を書き、巻第一の巻頭歌も良経の作です。結構多く入集しているし 『秋篠月清集』という
自撰歌集もあり、 『百人一首』でも知られる、あの「きりぎりす
 鳴くや霜夜の
 さむしろに
 衣片敷き
 ひとりか
も寝む」の作者。歌人というか、高官というか、でも、意外に早く急逝しているのです。私は、むしろ良経について歌以外のこといろいろ知りたいのですが、 良経と 『撰集抄』作者と何か関わりがあ ？
　
何かわかっ
たの？」
Ｂ「 『撰集抄』には、 先ほど「あらすじ」で言ってくださっ
た巻六の第四話の中のもう一つの歌、
　　
舟のうち
　
浪のしたにぞ
　
おひ（い）にける
　　
あまのしわざも
 いとまなの世や
　
と連歌風にやりとりする場面がありますが、これも、調べてみると、予想通り、 『新古今和歌集』に「千五百番歌合に
　
摂政太政大臣」として載る良経の歌でした。
　　
仮に「新編日本古典文学全集」では一七〇四番「舟の
うち
　
波の
下
にぞ
　
老いにける
　
海人のしわざも
　
暇
（いとま）なの世や」でした。 『撰集抄』の作者は、この上下句を使って、 二人がやり取りしたことにしています。『撰集抄』の話の中では、如何にも「西行」と後に「西山聖人」と呼ばれる二人の会話のように見えてく 筋運びです。
Ａ「浪のした」は、 『新古今和歌集』諸本の中には、 「新日
本古典文学大系」の底本のように「浪の上」とする本も
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ありますが、いずれにしても、良経（号、南海漁夫）の歌を上手く流用している形ですね。 」
Ｂ「探してみますと、 まだ他に、 『撰集抄』巻七第二話にも、
良経
の歌が、上句と下句に分けて使われていましたが、
これも良経が詠んだことにはなっていないのです。 『撰集抄』の文面では、詠んだ人 、別の人 んです。しかも、その歌の相手は、やはり「西山」に住む仏道修行中の僧という設定なの す。変でしょ？」
Ａ「そんなに他の人の歌を勝手に誰かの歌としていいので
すか。 」
Ｂ「勝手に使っても支障のない間柄と考える 面白いです
ね。 」
Ａ「それはそうですけれど…」Ｂ「良経には、
慶政
という子供がいます。実は、その後、
私は、 『撰集抄』は、 この「慶政」が作ったので ないか、という夢を見たの。 」
Ａ「え？
　
またまた、どうして慶政なの？
　
慶政は、 『閑
居友』の作者に擬せられている人でしょ？
　
随分前でし
たが、 『閑居友』と『撰集抄』の類似表現を数十ヶ所、拾い出したこ もありまし よね。現在なら剽窃と言われ兼ねないようなよく似た言葉がいっぱいあって、 まあ、あなたの夢のように、どちらも、同じ人（慶政）が書いたとしたら、とやかく言うこともありませんが。 」
Ｂ「それで、夢か現実か、確かな証拠が出てくる訳でもな
いのに、手当たり次第あれこれ見回してみたの。いろいろな資料でみると、 「
慶政
」 （一一八九～一二六八）は、
確かに、後京極摂政藤原良経の息子さん。幼い頃、乳母の過ちで身障者となり、仏門に入ったらしく、園城寺の僧。建保の頃入宋していて、帰国してから、西山に草庵を結んだ様子。先程 『撰集抄』の話（巻六第四話）で、歌の下の句を詠み、結局、出家して「
行
  住
」と称する
ことになった釣りの翁も 難波を離れて、
西山に住み、 「西
山聖人」と呼ばれたという形に話は作ら います。 」
Ａ「西山という設定も、なかなか捨てがたいですね」Ｂ「あの話は、 「西
  行」 と、 その同行者 「西
  住」 の二人から、
「西」を除いて、 下の文字、 一文字ずつもらって、 「行
  住」
と名付けられた釣りの翁が，後に西山に住み 修行を積んで、 「
西山聖人
」と称されるようになったという筋書
きでしたね。
　　
ところが、慶政
も「
西山聖人
」と
 言われていたよう
です。 」
Ａ「そうすると、出家者（もと 釣りの翁）に当てはめた「
西山聖人
」も、
慶政
の呼び名を使っての創作だと言い
たいのですか？。まあ、世間でいわ る自分 呼び名を利用するのも悪くはないけれど 」
Ｂ「あり得ることです。慶政は自著『比良山古人霊託』に
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も自分の名を出していますし、 『撰集抄』の本文中には二回も「閑居の友」と う言い回しが見られますし、同じ手法でさりげなく 「西山聖人」 も出したのかとか、 次々、想像が膨らんで困ります。 」
Ａ「慶政は、十七歳の頃お父さんの良経と死別しています
が、 良経からいろいろ書物も受けられそうだし、 身近に、参考にしたい和歌、仏書など沢山あったと考えたくなります。 『閑居友』執筆は、三十三歳前後？」
Ｂ「お父さんの歌ならいいと思って、字句を変えたり、西
行らしき人物 詠んだことにしたり、自分の呼び名を出家した釣りの翁にしたりして、面白がっている から。 」
Ａ「そうすると、あなたなら次は、明恵上人と慶政のこ
と？」
Ｂ「そうです。
明恵
（一一七三～一二三二） と慶政
（一一八九
～一二六八） の 『閑居友』 （一二二二年成立） と 『撰集抄』 。
Ａ「どんな関わりがあるのかしら？
　
ひょっとして「 『撰
集抄』に四回も使われている「縁起難思」のこと？
　
注
釈をする時、私も気になっていました。 」
Ｂ「その通りです。明恵の著作『光明真言土沙勧信記』と『閑居友』 『撰集抄』にも使われる言葉です。何回も出て来ると矢張り気になります。
　　
「縁起難思の力――縁起には、考えも及ばない不思議
な力がある――」という、あれです。
　
＊『撰集抄』の最後、 跋文に「新羅の元暁法師の詞に、 「他
作自受の理なしといゑ（へ）ども、縁起難思の力あり」と侍れば…」とあります。
＊『閑居友』 （一二二二年）上巻の最後、 第二一話には「新
羅国の元暁の疏の文かとよ、 「他作自受の理なしといへども、 しかも縁起難思の力 り」 といへる…」 とあります。
＊
明恵
の著作『
光明真言土沙勧信記
』 （一二二八年成立）
にも、元暁の『遊心安楽道』を使い、同じように「他
タ
作サ
自シ
受シユ
ノコトハリナシトイヘトモ、
縁エン
起キ
難ナン
思シ
ノチカラア
リ。 」と書かれています。
＊元暁 （六一七～六八六頃） の 『遊心安楽道』 に見られる 「雖
無他作自受之理、而有縁起難思之力」を引用している言葉です。
　　
伝承経路の順序はわかりませんが、著書の成立年代か
らみれば、 元暁の著と言われている から、慶政の『閑居友』へ、更に、明恵は、その影響を受けて『光明真言土沙勧信記』へ、 そして、 『撰集抄』作者も、 『閑居友』から引用したというか、同じように利用した いうか、そのように考えてもいいでしょう。しかし 元暁に傾倒していた明恵のこと から この文言 関しては明恵から慶政に何 かの形 伝わっていたか れません。 」
− 60 −
Ａ「明恵と慶政の間柄はどのようなの？」Ｂ「慶政と明恵の二人の間には贈答歌も残っています。二
人は、仏者として仲良しの間柄だったと思いますよ。慶政入宋中には、明恵あて書翰（ 「波斯文書」 ）も送っているし、明恵死後の法要に、慶政は、導師をつとめたり…。二人のあつい親交 知られています。 」
Ａ『撰集抄』の基底にあるのは、和歌と仏教です。蔵書目
録の中に『撰集抄』関係の何か出 くるといいですね。
Ｂ「とにかく、 『撰集抄』 は、
慶政
の父親、即ち、藤原
良経の歌が、他 作として勝手に使われ いるし 慶政が書いたといわれ 『閑居友』の文言もいっぱい入り込んでいるとなると、 を執筆する時、慶政自身が自著『閑居友』 から抜き出して好きなように言葉を使い、お父さんの歌もちゃっかり借用して一部変えたり、ほかの人 作っ に仕立てたり、慶政自身が世間で呼ばれて た「西山聖人」 いう通称を、出家した釣り人の翁の呼び名に当てはめてみたりして 文 たと考えると面白いじゃありませんか。 」
Ａ「もし、慶政が『撰集抄』を書いたとすると 彼は、結
構楽しみながら書いたかな？」
Ｂ「そうか 知れません。でも、 勝手に使われている歌は、
良経の歌だけではなく、他にもいろいろありますから改変された歌、話などもう少し詳しく見ないと…。これ
は、一つには『閑居友』は慶政著ということと、もう一つ『撰集抄』の現存本の中では、橋本進吉氏旧蔵本・松平文庫本の本文が一番原本に近いということが前提の想像ですから…。残念ながら、 他に確たる証拠もなく「 『撰集抄』は、 慶政作」とも言えないでしょ？
 それにしても、
まあ、 不思議な夢でした。次は 『撰集抄』 の原 がひょっこり出て来た夢にしたいものです。 」
（やすだ
　
たかこ）
